
日立分析装置をご使用の皆さまへ
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分析装置部

日立ハイテク会員制サイト（エスアイナビ）
https://biz.hitachi-hightech.com/sinavi/
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●本カタログに掲載の内容は、予告なく変更することがあります。
●本カタログに掲載の写真や図は標準仕様の場合です。装置の仕様や構成によって異なります。

お客様サポートセンタ

お問い合わせ

0120-203-813

詳細は弊社サービスエンジニアまでお問い合わせください。
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本カタログは2020年10月現在のものです。

電源基板などに使用している電解コンデンサには
寿命があります。寿命を過ぎると破裂の可能性が高
まり、破裂した場合、内包する薬剤が飛散し発煙・
異臭の発生、および周囲の部品を腐食させます。

光学部品の劣化によるノイズの増大

分光光度計、高速アミノ酸分析計を
安全に、安心してご使用いただくために

定期的な
メンテナンス･点検を
行うことが大切です。

発煙

光学部品の劣化によって測定感度の低下を
引き起こします。
ある日ノイズが大きくなっていることに気付く
かもしれません。

データ異常

分光光度計 U-4100 高速アミノ酸分析計 L-8900

稼動10年以上の装置はリプレースをお勧めします。

長期間メンテナンス・点検が未実施の装置では
このような不具合のリスクがあります！


